
平成30年度 事業計画書

公益財団法人札幌市芸術文化財団



平成30年度 事業計画書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

＜趣 旨＞
平成30年度は、当財団が札幌市の指定管理者として管理運営を担っている札幌芸術の森、本郷新記念

札幌彫刻美術館、札幌コンサートホール、札幌市教育文化会館、札幌市民ギャラリーが、指定管理4期目の

初年度を迎えます。加えて、平成28年度より指定管理を担っている札幌市民交流プラザにおきましても、引き

続き本年10月の開館に向けた準備を鋭意進めてまいります。

各施設の主な事業としまして、市民交流プラザでは、こけら落とし公演であるオペラ「アイーダ」により華やか

に開館を祝うとともに、開館後1年間をオープニングシリーズ期間と位置付け、芸術文化団体を対象とした公募

企画事業をはじめ多様な事業を実施するなど、市内芸術文化活動の中核機能を担うべく取り組んでまいりま

す。

また、芸術の森では、サッポロ・シティ・ジャズのライブを市民交流プラザで開催するなど新たな魅力を創造

するとともに、バレエセミナーの開講30周年記念公演、芸術の森美術館での「ブリューゲル展」などを開催いた

します。コンサートホールでは、優れた音響を生かし、国内外で活躍するオーケストラ・ソリスト等による演奏会

や新たな聴衆の開拓、次世代育成事業を一層推進します。教育文化会館では、能楽や文楽などの伝統芸能

をはじめとした多彩な舞台公演やワークショップを実施してまいります。

平成30年度は、当財団がこれまで築いてきた指定管理者としての実績を最大限に活用し、各施設の特性

を生かした取り組みを進めるとともに、市民交流プラザ開館記念事業を中心に施設間連携を一層充実させる

ことにより、市民の豊かな情操を養い、札幌からの新しい芸術文化の創造と発信に寄与してまいります。

＜運営にあたっての基本方針＞
1 財団の専門性と総合力を生かした施設運営と魅力的な事業の推進

財団が管理運営を行う各施設間で密接な連携を図りながら、多様な人材を有する財団の組織力や長

年培ってきた専門性、幅広いネットワークを効果的に活用することで総合力を発揮し、利用者満足度の高

い施設運営を行うとともに、多彩な芸術文化の提供や魅力的で芸術性の高い事業を展開します。

2 芸術文化体験の充実による次世代の人材育成

質の高い様 な々舞台芸術や美術の体験機会をさらに充実させることにより、札幌の子どもたちの感性を

醸成し、人間性豊かな心を育むことで、将来の愛好者やアーティスト等、次世代を担う人材の育成に寄与

します。

3 芸術文化の拠点として人々の交流促進やまちづくりに貢献

芸術関係団体をはじめ、市民や企業、大学等との「共創」を推進する拠点として、また、芸術文化に関

わる多様な人 を々つなぐ場として、芸術文化活動の活性化や創造性の向上を図るとともに、情報や人材

の交流を促進し、札幌の観光や産業の発展を視野に入れたまちづくりに貢献します。
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〈芸術文化の創造発信と普及振興事業〉 日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

� 芸術の森事業部
1 音楽・舞台芸術事業

（1）札幌の文化芸術発信事業
①サッポロ・シティ・ジャズ2018 通年 ● ○
②ノースジャムセッション 平成30年 7月22日

（2）次世代の文化芸術の担い手の育成・支援事業
①第19期札幌ジュニアジャズスクール 通年
②札幌芸術の森バレエセミナー 平成30年 8月 2日

～ 8月10日
（3）文化芸術を通した市民活動の促進

①パークジャズライブ 平成30年 7月14日
～ 7月16日

○

②芸森アートマーケット 平成30年 4 月29日
～31年 1 月下旬

（4）質の高い文化芸術の創造・提供
①ビッグバンドプロジェクト 通年
②札幌芸術の森バレエセミナー30周年記念バレエ公演 平成31年 2月 2日 ○
③ジャズの種大オーケストラ＆フォレスト・オブ・ニューアーツ 平成31年 2月 3日 ○

（5）各種団体との連携による文化芸術の振興
①各種団体共催・施設利用促進事業 通年

2 札幌芸術の森美術館事業

（1）展覧会事業
①リサ・ラーソン展 ～スウェーデンのすてきな芸術一家～ 平成30年 4 月 1日

～ 6月10日
○

②北海道陶芸会50周年記念展 平成30年 6月23日
～ 7月16日

○

③ブリューゲル展 画家一族150年の系譜 平成30年 7月28日
～ 9月24日

○

④札幌美術展 五十嵐威暢の世界 平成30年10月 6 日
～11月25日

⑤札幌芸術の森美術館コレクション選① 平成30年 4 月 1日
～ 7月16日

⑥札幌芸術の森美術館コレクション選② 平成30年10月 6 日
～11月25日

⑦中庭インスタレーション 五十嵐威暢 石炭の庭 平成30年 7月28日
～11月25日

（2）野外美術館
①ボランティアによる作品解説 平成30年 4 月29日

～11月 3 日
②彫刻鑑賞ノート、野外美術館シールマップ 通年
③野外美術館かんじきウォーク 平成31年 1月初旬

～ 3月中旬
（3）教育普及事業

①佐藤忠良記念子どもアトリエワークショップ 通年
②子どもの文化芸術体験事業「ハロー！ミュージアム」 通年
③「ハロー！ミュージアム」コース別説明会 通年

（4）利用促進
①ミュージアムショップ運営及びオリジナルグッズの製作・販売 通年

（5）人材育成
①ボランティア及び美術館協力員 通年
②博物館実習 平成30年10月中旬

（6）保管・整理
①作品の保存及び管理 通年
②資料整理 通年

平成30年度事業一覧表
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日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

3 工芸・工房事業
（1）展覧会事業

①0さいからのげいじゅつのもり 花ふるカラー 平成30年 3月 3日
～ 5月13日

②日本の陶芸 新世代の技とかたち（仮） 平成30年 5月26日
～ 7月16日

○

③北と手仕事 平成30年 7月28日
～10月 8 日

�
④35ar―トレッティ・フェム・オール― 日瑞ガラス・木工作品展 平成30年10月13日

～11月18日
○

⑤芸術の森地区文化祭 平成30年11月23日
～11月25日

⑥第18期工芸館常設展示事業 通年

（2）普及事業
①工芸・版画講習会事業 通年
②子ども育成事業「縄文太鼓づくりワークショップ」 平成30年 5月

～ 8月
（3）連携事業

①彫刻美術館、札幌市民ギャラリー、市民交流プラザとの連携 通年

4 芸術の森利用促進
（1）広報活動 通年

①ホームページ、SNSの活用
②ガイドマップや集客チラシの活用
③マスコミへの情報提供、誘致活動

（2）四季を通じた集客促進事業の実施 通年

（3）札幌市立大学・芸術の森地区連合町内会等との地域連携 通年

（4）各団体との事業提携 通年

（5）環境負荷軽減のためのPR活動 通年

5 彫刻美術館事業
（1）展覧会事業

①コレクション展 ふれる彫刻 手でみるアート 平成29年12月16日
～30年 4 月15日

②企画展 第2回本郷新記念札幌彫刻賞受賞記念 加藤宏子展 平成30年 4 月28日
～ 6月17日

③企画展 市民交流プラザ開館記念連携事業 オペラ衣裳展 平成30年 7月27日
～10月25日

○

④企画展 本田明二展 ひとノミひとノミ、私は木を削る。 平成30年11月 2 日
～31年 1 月17日

○

⑤コレクション展 彫刻家・本郷新の見た「異国」 平成31年 1月25日
～ 3月 7日

⑥さっぽろ雪像彫刻展2019 平成31年 1 月下旬
⑦記念館常設展示 本郷新、その生涯と作品 通年

（2）本郷新記念札幌彫刻賞
①企画展 第2回本郷新記念札幌彫刻賞受賞記念 加藤宏子展（再掲）

（3）貸館事業
① POST 3.11 平成31年 3 月中旬 ○

（4）普及事業
①子ども育成事業 わくわく★アートスクール2018 平成30年 6 ～ 7月
②子どもの文化芸術体験事業「ハロー！ミュージアム」 通年
③「ハロー！ミュージアム」コース別説明会（彫刻美術館コース） 通年
④子ども造形教室 平成30年 7月、

平成31年 1月
⑤一般向け講習会 平成30年 9月、

平成31年 2月
⑥連続講座2018 平成30年5、8、11月

平成31年 2 月
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日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

⑦美術館めぐり 平成30年5、8、11月、
平成31年 2 月

⑧ミュージアムコンサート 平成30年 5月26日

（5）協力事業 通年
①学校教育への協力

（6）連携事業 通年
①事業部間連携
②地域・企業との連携

（7）広報事業 通年
①インターネットや情報誌などによる広報
②地域住民への情報提供

（8）利用促進事業
①サンクスデー 平成30年 6月

11月 3 日
②グッズ販売 通年

（9）保管・整理
①作品の保存及び管理 通年
②資料整理 通年

� コンサートホール事業部
1 音楽鑑賞事業

（1）オーケストラ＆合唱シリーズ＜Kitaraワールドオーケストラ＆合唱シリーズ＞
①オーストリア＝ハンガリー ハイドン・フィルハーモニー 平成30年 6月26日
②トン・コープマン指揮 アムステルダム・バロック管弦楽団＆合唱団 平成30年 9月 9日
③ダニエル・ハーディング指揮 パリ管弦楽団 平成30年12月11日 ◯

（2）ソリストシリーズ＜Kitaraワールドソリストシリーズ＞
①ロレンツォ・ギエルミオルガンリサイタル 平成30年 5月16日 ◯
②内田光子 ピアノリサイタル 平成30年10月24日
③安永徹＆市野あゆみ ブラームスピアノとヴァイオリンのためのソナタ全曲演奏会 平成30年11月17日

（3）室内楽シリーズ
①ベルチャ弦楽四重奏団 平成31年 1月27日 ◯
②ハンガリーの俊英たち 平成31年 2月 ◯

2 音楽普及事業

（1）オルガン事業
①オルガンワンコインコンサート
1）オルガンサマーナイトコンサート 平成30年 6月 9日
2）オルガンウィンターコンサート 平成31年 2月 9日
②オルガンコンサートシリーズ
1）Kitaraあ・ら・かると マルタンさんのオルガン・ファンタジー！ 平成30年 5月 5日
2）Kitaraのバースデイ 平成30年 7月 1日
3）第19代札幌コンサートホール専属オルガニスト
マルタン・グレゴリウスフェアウェルオルガンリサイタル

平成30年 8月18日

4）第20代札幌コンサートホール専属オルガニストデビューリサイタル 平成30年 9月29日
5）クリスマスオルガンコンサート 平成30年12月23日
6）オルガンCD制作

（2）札響オーケストラシリーズ
①Kitaraあ・ら・かるときがるにオーケストラ 平成30年 5月 3日
②Kitaraのクリスマス 平成30年12月22日
③Kitaraのニューイヤー 平成31年 1月12日

（3）地元音楽家の活動支援・地元音楽団体との連携事業
①Kitaraあ・ら・かると 若い芽の音楽会 平成30年 5月 4 日
②Kitara 室内オペラ「ヘンゼルとグレーテル」 平成30年10月13日

10月14日
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日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

③Kitaraアーティスト・サポートプログラムⅠ、Ⅱ 平成31年 1月23日
3 月13日（予定）

④Kitara＆札幌音楽家協議会連携プロジェクト 札幌の奏響Ⅱ 平成31年 3月21日

（4）Kitaraランチタイムコンサート
①ウィーン・V．ルジェリウス・ピアノ三重奏団（仮称） 平成30年 8月 2日
② IL DEVU（イル・デーヴ）（仮称） 平成30年11月10日 ◯
③和楽器アンサンブル 才色兼美（仮称） 平成31年 1月20日 ◯

（5）ホール開放事業 Kitaraあ・ら・かると（再掲） 平成30年 5月 3日
①きがるにオーケストラ ～ 5月 5日
②スプリング・コーラスセレクション！～中学生スペシャル
③マルタンさんのオルガン・ファンタジー！
④若い芽の音楽会
⑤3歳からのコンサート

（6）その他
①第9回公開リハーサル付防災訓練 平成31年 1月
②札幌コンサートホール見学・体験ツアー、ピアノ試弾会 平成30年 4 月

～31年 3 月
③第13回ゆきあかりin 中島公園 平成31年 2月

3 教育・人材育成事業

（1）エデュケーションプログラム（Meets Music！プログラム）
①Kitaraあ・ら・かると スプリング・コーラスセレクション！～中学生スペシャル 平成30年 5月 4 日 ◯
②Kitaraあ・ら・かると マルタンさんのオルガン・ファンタジー！（再掲）
③Kitaraあ・ら・かると 3歳からのコンサート 平成30年 5月 3日

～ 5月 5日
④Kitaraファースト・コンサート 平成30年10月30日

～11月 1 日
12月 4 日
～12月 5 日

⑤Kitara 室内オペラ「ヘンゼルとグレーテル」（再掲）
⑥ひろがる！つたわる！オルガンのひびき 平成31年 1月14日 ◯

（2）アウトリーチ事業
①専属オルガニストによるオルガンアウトリーチ 通年
②専属オルガニストによるミュージアムコンサート 通年

（3）セミナー事業
①第22回リスト音楽院セミナー 平成31年 2月19日

～ 2月24日
1）講師による特別コンサート 平成31年 2月20日
2）特別レクチャー＆公開レッスン 平成31年 2月23日
3）受講生コンサート 平成31年 2月24日
4）ハンガリーの俊英たち（再掲）
②オルガンセミナー事業
1）パイプオルガン特別講義 平成30年 5月23日

6 月20日
（4）北海道教育大学、札幌大谷大学連携事業

①Kitaraあ・ら・かると 若い芽の音楽会（再掲）
②パイプオルガン特別講義（再掲）
③ひろがる！つたわる！オルガンのひびき（再掲）
④リスト音楽院セミナー 特別レクチャー＆公開レッスン（再掲）

（5）PMF共催事業 平成30年7月

4 全国ホールとのネットワーク事業
（1）ホール・他都市連携事業

①オーストリア＝ハンガリー ハイドン・フィルハーモニー（再掲）
②ウィーン・V．ルジェリウス・ピアノ三重奏団（仮称）（再掲）
③和楽器アンサンブル 才色兼美（仮称）（再掲）

５



�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
��
�

日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

（2）札幌コンサートホールが招へいする音楽家を広く他都市に紹介する
①専属オルガニストによる公演 ●
1）サントリーホール オルガンプロムナードコンサート 平成30年 7月12日
2）水戸芸術館 パイプオルガンプロムナードコンサート 平成30年 8月 ●

（3）国内ホールとの情報交換
①コンサートホール企画連絡会議（道外） 平成30年 7月

平成31年 2 月

5 PR活動の充実

（1）コンサートスケジュール「KitaraNEWS」の発行

通年

（2）メールマガジン、ホームページ、Twitter 等のソーシャルメディアやマスメディア
による情報提供

（3）新聞、音楽専門誌、タウン情報誌、フリーペーパー等への広告掲載
（4）地下鉄駅構内電照広告の掲出
（5）ホールスポンサーの獲得
（6）Kitaraギャラリーでのホール資料や収蔵品展示によるホールの魅力紹介
（7）観光客の誘致、旅行・タクシー会社、ホテルとの連携強化
（8）オリジナルグッズの開発、販売
（9）各種団体会員へのチケット販売
（10）全国音楽ホール、音楽事務所、札幌市内公共施設、ホテル、病院、金融機関、

飲食店等へのポスター、チラシ、KitaraNEWS送付
（11）ホールマナーチラシの作成

6 チケット等販売事業

7 Kitaraボランティアとの連携

（1）ホール見学案内

通年
（2）Kitaraギャラリー運営補助
（3）主催事業補助
（4）専属オルガニスト日本語サポート等

� 教育文化会館事業部
1 芸術文化を創造し、発信する事業

（1）良質で多彩な舞台芸術作品の鑑賞機会の提供
①松竹大歌舞伎 平成30年 7月 5日
②人形浄瑠璃文楽 平成30年10月15日
③伝統芸能文化創生プロジェクト（二流派見比べ） 平成30年 6月12日

～ 6月13日
○

④万作萬斎狂言会 平成30年 8月31日
～ 9月 1日

⑤文楽セミナー 平成30年 5月 3日
⑥『書を捨てよ町へ出よう』 平成30年11月 7 日

～11月 8 日
○

（2）札幌の舞台芸術の創造・発表事業
①教文演劇フェスティバル2018 平成30年 8 月中旬

～ 9月 8日
②オペラ事業 平成30年 8月

～12月
○

（3）文化施設、文化団体、文化芸術NPOとの協働事業
①人形劇フェスティバル2019－さっぽろ冬の祭典－ 平成31年 2月16日

～ 2月17日
②子ども舞踊祭 Junior Festival 平成31年 3 月28日

～ 3月29日
③演劇シーズン－冬－ 平成31年 2月 5日

～ 2月11日
④「人形浄瑠璃2019」さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座公演 平成31年 1月26日

～ 1月27日

2 芸術文化の普及振興のため、芸術文化に対する育成・助成・支援を行う事業

（1）子どもたちのための文化芸術活動の支援事業
①子ども演劇ワークショップ・発表公演 平成30年10月

～31年 3 月

６



日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

②能楽入門ワークショップ 平成30年 8月 1日
～ 8月 2日

③「体験！子ども喜劇塾」 平成30年 8月 3日
～ 8月 5日

④演劇ワークショップファシリテーター養成講座／子ども演劇ワークショップ 平成30年10月
～11月

○

⑤子どものためのオペレッタワークショップ 平成30年 7月
～ 1月

（2）市民と文化芸術をつなぐ人材の育成・支援事業
①教文13丁目笑劇一座 通年
②コミュニティダンスワークショップ 平成30年 8月25日

～31年 1 月19日
③演劇ワークショップファシリテーター養成講座／子ども演劇ワークショップ（再掲）

（3）学校教育における芸術文化活動の支援事業
①第36回札幌市小学校児童音楽祭 平成31年 2月 2日
②第70回札幌市中学校音楽会 平成30年10月28日
③第64回高文連石狩支部演奏会 平成30年 6月21日

～ 6月22日
④第33回中文連演劇ワークショップ 平成30年 5月12日
⑤第33回札幌市中文連演劇発表会 平成30年 8月 3日

～ 8月 4 日
⑥第68回高文連石狩支部高校演劇発表大会 平成30年 9月29日

～10月 4 日
⑦第13回北海道中学生演劇発表大会 平成30年12月 1 日

～12月 2 日
（4）将来の文化芸術活動を活性化させるための情報の収集、提供事業 ●

①公立文化施設等とのネットワーク
②専門家集団との交流やメディアの活用
③アンケートの実施

3 札幌市民芸術祭

①札幌市民劇場 通年
②マンドリン音楽祭 平成30年 5月27日
③ギター音楽祭 平成30年 9月 2日
④市民合唱祭 平成30年10月20日

～10月21日
⑤さっぽろ市民文芸 平成30年10月
⑥新人音楽会 平成30年11月 3 日
⑦邦楽演奏会 平成30年11月11日
⑧市民美術・書道展 平成30年12月12日

～12月16日
⑨札幌市民吹奏楽祭 平成31年 1月26日

～ 1月27日
⑩市民写真展 平成31年 2月 5日

～ 2月11日

4 広報活動

広報活動
①ホームページ活用による広報
②情報誌の編集、発行
③メディアを通じた情報提供及び広告等
④芸術の森、コンサートホール、市民交流プラザとの連携による広報及び販売促進
⑤案内、プレイガイド、物販
⑥教文☆ナビ 平成30年 4 月

～31年 3 月

5 市民ギャラリー事業

①市民ギャラリー美術映画会 年10回
②教文13丁目笑劇一座出張公演 平成30年 7月15日
③市民ギャラリーワークショップ 年 3回
④夏休み子ども人形劇 平成30年 8月15日 ○
⑤市民ギャラリー手づくり作品市場 平成30年 8月19日

⑥市民ギャラリーコンサート 平成30年12月15日

７



日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

⑦中央小学校開校50周年記念連携事業（仮称） 平成30年12月27日 ○
⑧書っ！パフォーマンス 平成31年 1月11日 ○
⑨市民ギャラリー子ども映画会 平成31年 3月28日
⑩第47回札幌文化団体協議会フェスティバル 平成30年 8月17日

～ 8月19日
⑪第62回札幌市中学校美術・書道展 平成30年11月14日

～11月18日

� 市民交流プラザ開設準備室
1 札幌文化芸術劇場に関する事業

（1）創造事業
①ヴェルディ作曲 オペラ「アイーダ」 平成30年10月 7 日

～10月 8 日
○

（2）鑑賞事業
①新国立劇場バレエ団「白鳥の湖」 平成30年11月23日

～11月24日
○

②ユジャ・ワンピアノリサイタル 平成30年12月 4 日 ○
③ hitaru 午後のコンサート 平成31年 2月 7日

3月20日
○

④クリエイティブスタジオ活用事業 平成30年10月
～31年 3 月

○

（3）普及・育成事業
①アイーダ合唱団育成事業 平成30年 4 月

～ 9月
②アイーダプレイベント 平成30年 8月 ○
③バレエワークショップ 平成30年10月 ○
④青少年向けバレエ鑑賞事業 平成31年 1月21日 ○
⑤公募企画事業 平成30年10月

～31年 3 月
○

2 札幌文化芸術交流センターに関する事業

（1）人材育成事業
①アートコミュニケーション事業 平成30年 4 月

～31年 3 月
②レクチャーシリーズ 平成30年10月

～31年 3 月
○

（2）相談・調査研究事業
① SCARTS相談サービス 平成30年10月

～31年 3 月
○

②インフォメーションカウンター 平成30年10月
～31年 3 月

○

③ SCARTSウェブ 平成30年10月
～31年 3 月

○

（3）普及・発信事業
①まちなかコンサート（手稲区・豊平区） 平成30年 4 月
②堀尾幸男舞台美術展 平成30年10月 7 日

～10月28日
○

③日本舞台美術家協会ワークショップ 平成30年10月 7 日
～10月 8 日
10月27日
～10月28日

○

④イタリアフェスタ 平成30年10月 7 日
～10月10日

○

⑤公募企画事業 平成30年12月
～31年 3 月

○

⑥デザイン・ものづくり体験事業 平成30年10月
～31年 3 月

○

⑦子ども事業 平成30年10月
～31年 3 月

⑧連携事業 平成30年10月
～31年 3 月

○

⑨まちなか お昼のおんがくかい 平成30年11月
～31年 3 月

○

８



日 時
道外開催事業

新規
道外 国外

3 広報・利用促進に関する事業

（1）広報
①施設 PRの強化 平成30年 4 月

～31年 3 月
○

②広報印刷物の新規制作 平成30年 4 月
～31年 3 月

○

③ホームページのリニューアル 平成30年 8月（予定） ○

（2）利用促進
①施設利用に関する営業 平成30年 4 月

～31年 3 月
②会員制度の構築及び運営 平成30年 4 月

～31年 3 月
○

③協賛制度の構築及び運営 平成30年 4 月
～31年 3 月

○

〈芸術文化を推進するための付帯事業〉

1 駐車場の管理運営
2 各種の活動及び発表の場の提供
3 その他公益目的事業の推進に資する事業

９
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作作
品品
」」「「
資資
料料
ココ
ーー
ナナ
ーー
」」
●●（（
通通
年年
））ハハ
ロロ
ーー
！！
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム
●●（（
通通
年年
））ハハ
ロロ
ーー
！！
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム
ココ
ーー
スス
別別
説説
明明
会会

札
幌
芸
術
の
森

美
術
館
事
業

工
芸
・
工
房
事
業

芸
術
の
森
利
用
促
進

彫
刻
美
術
館
事
業

芸
術
の
森
事
業
部

平
成
30
年
度
主
催
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

3
月

音 楽 鑑 賞 事 業

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
＆
合
唱

シ
リ
ー
ズ

2
6
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
ハ
イ
ド
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

9
ト
ン
・
コ
ー
プ
マ
ン

指
揮
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
・
バ
ロ
ッ
ク
管
弦
楽

団
＆
合
唱
団

1
1
ダ
ニ
エ
ル
・
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
指
揮
パ
リ
管

弦
楽
団

ソ
リ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ

1
6
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ギ
エ

ル
ミ

オ
ル
ガ
ン
リ
サ

イ
タ
ル

2
4
内
田
光
子
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル

1
7
安
永
徹
＆
市
野
あ
ゆ

み
ブ
ラ
ー
ム
ス
ピ
ア
ノ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会

室
内
楽
シ
リ
ー
ズ

2
7
ベ
ル
チ
ャ
弦
楽
四

重
奏
団

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
俊
英
た
ち

音 楽 普 及 事 業

オ ル ガ ン 事 業

オ
ル
ガ
ン
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ート

9
オ
ル
ガ
ン
サ
マ
ー

ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

9
オ
ル
ガ
ン
ウ
ィ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

5
K
it
ar
a
あ
・
ら
・
か
る

と
マ
ル
タ
ン
さ
ん
の
オ

ル
ガ
ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー！

1
K
it
a
ra
の
バ
ー
ス

デ
イ

1
8
マ
ル
タ
ン
・
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル

オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

29
第
20
代
札
幌
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
スト

デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

2
3
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ル

ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

札
響
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

シ
リ
ー
ズ

3
K
it
a
ra
あ
・
ら
・
か

る
と
き
が
る
に
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

2
2
K
it
a
ra
の
ク
リ
ス

マ
ス

1
2
K
it
a
ra
の
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー

地
元
音
楽
家
の
活
動
支
援
・

地
元
音
楽
団
体
と
の

連
携
事
業

4
K
it
a
ra
あ
･ら
･
か

る
と
若
い
芽
の
音
楽
会

1
3・
1
4
K
it
a
ra
室
内

オ
ペ
ラ「
ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
」

2
3（
予
定
）
K
it
ar
aア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
Ⅰ

13
（
予
定
）
Ki
ta
ra
ア
ー
テ
ィ

スト
・サ
ポ
ート
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ

2
1
K
it
ar
a
＆
札
幌
音

楽
家
協
議
会
連
携
プ
ロ

ひ
び
き

ジ
ェ
クト
札
幌
の
奏
響
Ⅱ

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

2
ウ
ィ
ー
ン
・
Ｖ
.ル

ジ
ェ
リ
ウ
ス
・
ピ
ア
ノ
三

重
奏
団（
仮
称
）

1
0
IL
D
E
V
U（
イ
ル
・

デ
ー
ヴ
）（
仮
称
）

2
0
和
楽
器
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
才
色
兼
美（
仮
称
）

ホ
ー
ル
開
放
事
業

K
it
a
ra
あ
・
ら
・
か
る
と

3
-5
き
が
る
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ（
再
掲
）/
ス
プ
リ
ン
グ
・

コ
ー
ラ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
！

～
中
学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
/

マ
ル
タ
ン
さ
ん
の
オ
ル

ガ
ン・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー！（
再
掲
）

/若
い
芽
の
音
楽
会（
再
掲
）

/3
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト

教 育 ・ 人 材 育 成 事 業

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
M
ee
ts
M
us
ic！
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

3-
5（
再
掲
）K
ita
ra
あ・
ら・

か
る
と
ス
プ
リ
ン
グ
・
コ
ー

ラ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン！
～
中
学
生

ス
ペ
シ
ャ
ル
/マ
ル
タ
ン
さ
ん

の
オ
ル
ガ
ン・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー！

/3
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ート

1
3・
1
4
K
it
ar
a
室
内

オ
ペ
ラ「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」（
再
掲
）

3
0
-1
1
/1
K
it
a
ra

フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

4・
5
K
it
a
ra
フ
ァ
ー

ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

1
4
ひ
ろ
が
る
！
つ
た

わ
る！
オ
ル
ガ
ン
の
ひ
び

き

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

オ
ル
ガ
ン
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
事
業

2
3
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

特
別
講
義

2
0
オ
ル
ガ
ン
体
験
レ
ッ

ス
ン

1
9
-2
4
リ
ス
ト
音
楽

院
セ
ミ
ナ
ー（
講
師
に
よ

る
特
別
コ
ン
サ
ー
ト
/特

別
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
公
開

レ
ッ
ス
ン
/受
講
生
コ
ン

サ
ー
ト
）/
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
俊
英
た
ち（
再
掲
）

北
海
道
教
育
大
学
、

札
幌
大
谷
大
学
連
携
事
業

4
K
ita
ra
あ
･ら
･か
る
と

若
い
芽
の
音
楽
会（
再
掲
）

2
3
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
特

別
講
義（
再
掲
）

2
0
オ
ル
ガ
ン
体
験
レ
ッ

ス
ン（
再
掲
）

1
4
ひ
ろ
が
る
！
つ
た

わ
る！
オ
ル
ガ
ン
の
ひ
び

き（
再
掲
）

2
3
リ
ス
ト
音
楽
院
セ
ミ

ナ
ー
特
別
レ
ク
チ
ャ
ー

＆
公
開
レ
ッ
ス
ン（
再
掲
）

P
M
F
共
催
事
業

全 国 ホ ー ル と の

ネ ッ ト ワ ー ク 事 業

ホ
ー
ル
・
他
都
市
連
携
事
業

2
6
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
ハ
イ
ド
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

（
再
掲
）

2
ウ
ィ
ー
ン
・
Ｖ
.ル
ジ
ェ

リ
ウ
ス
・
ピ
ア
ノ
三
重
奏

団（
仮
称
）（
再
掲
）

2
0
和
楽
器
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
才
色
兼
美（
仮
称
）

（
再
掲
）

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
招

へ
い
す
る
音
楽
家
を
広
く
他

都
市
に
紹
介
す
る

1
2
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
オ
ル
ガ
ン
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

水
戸
芸
術
館
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
事
業
部

平
成
30
年
度
主
催
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

芸 術 文 化 を 創 造 し 、 発 信 す る 事 業

良
質
で
多
彩
な

●●
55
//33
文文
楽楽
セセ
ミミ
ナナ
ーー
●●
66
//11
22
--11
33
伝伝
統統
芸芸
能能
文文
化化
創創
生生
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

（（
二二
流流
派派
見見
比比
べべ
））

●●
88
//33
11
--99
//11
万万
作作
萬萬
斎斎
狂狂
言言
会会
●●
11
00
//11
55
人人
形形
浄浄
瑠瑠
璃璃
文文
楽楽

●●
77
//55
松松
竹竹
大大
歌歌
舞舞
伎伎

●●
11
11
//77
--88
『『
書書
をを
捨捨
てて
よよ
町町
へへ
出出
よよ
うう
』』

●●
教教
文文
演演
劇劇
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
22
00
11
88

●●
オオ
ペペ
ララ
事事
業業

●●
11
//22
66
--22
77
ささ
っっ
ぽぽ
ろろ
人人
形形
浄浄
瑠瑠
璃璃
芝芝
居居
ああ
しし
りり
座座
公公
演演

●●
22
//55
--11
11
演演
劇劇
シシ
ーー
ズズ
ンン
－－
冬冬
--

●●
22
//11
66
--11
77
人人
形形
劇劇
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

●●
33
//22
88
--22
99

子子
どど
もも
舞舞
踊踊
祭祭

●●
88
//11
--22
能能
楽楽
入入
門門
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
子子
どど
もも
演演
劇劇
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
・・
発発
表表
公公
演演

●●
88
//33
--55
体体
験験
！！
子子
どど
もも
喜喜
劇劇
塾塾

●●
演演
劇劇
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
フフ
ァァ
シシ
リリ
テテ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座
／／子子
どど
もも
演演
劇劇
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
子子
どど
もも
のの
たた
めめ
のの
オオ
ペペ
レレ
ッッ
タタ
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●（（
通通
年年
））教教
文文
11
33
丁丁
目目
笑笑
劇劇
一一
座座

●●
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
ダダ
ンン
スス
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
55
//11
22
第第
33
33
回回
中中
文文
連連
演演
劇劇
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
11
22
//11
--22
第第
11
33
回回
北北
海海
道道
中中
学学
生生
演演
劇劇
発発
表表
大大
会会

●●
66
//22
11
--22
22
第第
66
44
回回
高高
文文
連連
石石
狩狩
支支
部部
演演
奏奏
会会

●●
22
//22
第第
33
66
回回
札札
幌幌
市市
小小
学学
校校
児児
童童
音音
楽楽
祭祭

●●
88
//33
--44
第第
33
33
回回
札札
幌幌
市市
中中
文文
連連
演演
劇劇
発発
表表
会会

●●
99
//22
99
--11
00
//44
第第
66
88
回回
高高
文文
連連
石石
狩狩
支支
部部
高高
校校
演演
劇劇
発発
表表
大大
会会

●●
11
00
//22
88
第第
77
00
回回
札札
幌幌
市市
中中
学学
校校
音音
楽楽
会会

●●
公公
立立
文文
化化
施施
設設
等等
とと
のの
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

●●
専専
門門
家家
集集
団団
とと
のの
交交
流流
やや
メメ
デデ
ィィ
アア
のの
活活
用用

●●
アア
ンン
ケケ
ーー
トト
のの
実実
施施

●●
札札
幌幌
市市
民民
劇劇
場場（（
通通
年年
））

●●
77
//22
22
ギギ
タタ
ーー
音音
楽楽
祭祭
オオ
ーー
デデ
ィィ
シシ
ョョ
ンン

●●
11
00
//22
00
--22
11
市市
民民
合合
唱唱
祭祭

●●
55
//22
77
ママ
ンン
ドド
リリ
ンン
音音
楽楽
祭祭

●●
88
//55
邦邦
楽楽
演演
奏奏
会会
オオ
ーー
デデ
ィィ
シシ
ョョ
ンン

●●
11
00
月月
下下
旬旬
「「
ささ
っっ
ぽぽ
ろろ
市市
民民
文文
芸芸
」」刊刊
行行

●●
99
//22
ギギ
タタ
ーー
音音
楽楽
祭祭

●●
11
22
//11
22
--11
66
市市
民民
美美
術術
・・
書書
道道
展展

●●
99
//22
00
--22
11
新新
人人
音音
楽楽
会会
オオ
ーー
デデ
ィィ
シシ
ョョ
ンン

●●
11
//22
66
--22
77
札札
幌幌
市市
民民
吹吹
奏奏
楽楽
祭祭

●●
11
11
//33
新新
人人
音音
楽楽
会会

●●
11
11
//11
11
邦邦
楽楽
演演
奏奏
会会

●●
22
//55
--11
11
市市
民民
写写
真真
展展

●●
11
11
//11
77
ささ
っっ
ぽぽ
ろろ
市市
民民
文文
芸芸
のの
集集
いい

●●
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
美美
術術
映映
画画
会会（（
年年
間間
11
00
回回
））

●●
33
//22
88

市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー

子子
どど
もも
映映
画画
会会

●●
77
//11
55
教教
文文
11
33
丁丁
目目
笑笑
劇劇
一一
座座
出出
張張
公公
演演

●●
11
11
//11
44
--11
88
第第
66
22
回回
札札
幌幌
市市
中中
学学
校校
美美
術術
・・
書書
道道
展展

●●
77
//22
00
--22
11
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
11
22
//11
55
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

●●
88
//11
55
夏夏
休休
みみ
子子
どど
もも
人人
形形
劇劇

●●
11
22
//22
33
--22
44
ロロ
ビビ
ーー
ミミ
ニニ
上上
映映
会会

●●
88
//11
77
--11
99
第第
44
77
回回
札札
幌幌
文文
化化
団団
体体
協協
議議
会会
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

●●
11
22
//22
77
中中
央央
小小
学学
校校
開開
校校
55
00
周周
年年
記記
念念
連連
携携
事事
業業（（
仮仮
称称
））

●●
88
//11
99
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
手手
づづ
くく
りり
作作
品品
市市
場場

●●
11
//11
00
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
88
//22
44
--22
55
市市
民民
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
11
//11
11
書書
っっ
！！
パパ
フフ
ォォ
－－
ママ
ンン
スス

舞
台
芸
術
作
品
の

鑑
賞
機
会
の
提
供

札
幌
の
舞
台
芸
術
の

創
造
・
発
表
事
業

文
化
施
設
・
文
化
団
体

等
と
の
協
働
事
業

芸 術 文 化 の 普 及 振 興 の た め 、 芸 術 文 化 に 対 す る

育 成 ・ 助 成 ・ 支 援 を 行 う 事 業

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

文
化
芸
術
活
動
の

支
援
事
業

市
民
と
文
化
芸
術
を

つ
な
ぐ
人
材
の
育
成
・

支
援
事
業

学
校
教
育
に
お
け
る

芸
術
文
化
活
動
の

支
援
事
業

将
来
の
文
化
芸
術
活

動
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
情
報
の
収
集
、

提
供
事
業

札
幌
市
民
芸
術
祭

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業

教
育
文
化
会
館
事
業
部

平
成
30
年
度
主
催
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１２



4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

札 幌 文 化 芸 術 劇 場 に 関 す る 事 業

創
造
事
業

●●
11
//22
11
青青
少少
年年
向向
けけ
ババ
レレ
エエ
鑑鑑
賞賞
事事
業業

●●
SS
CC
AA
RR
TT
SS
相相
談談
ササ
ーー
ビビ
スス

●●
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー

●●
SS
CC
AA
RR
TT
SS
ウウ
ェェ
ブブ

●●
まま
ちち
なな
かか
おお
昼昼
のの
おお
んん
がが
くく
かか
いい（（
66
回回
））

●●
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル

●●
施施
設設
PP
RR
のの
強強
化化

●●
広広
報報
印印
刷刷
物物
のの
新新
規規
制制
作作

●●
11
00
//77
--88
ヴヴ
ェェ
ルル
デデ
ィィ
作作
曲曲
オオ
ペペ
ララ「「
アア
イイ
ーー
ダダ
」」

●●
22
//77
hh
iitt
aa
rruu
午午
後後
のの
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

●●
33
//22
00

hh
iitt
aa
rruu
午午
後後
のの
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

●●
11
11
//22
33
--22
44
新新
国国
立立
劇劇
場場
ババ
レレ
エエ
団団
「「
白白
鳥鳥
のの
湖湖
」」

●●
11
22
//44
ユユ
ジジ
ャャ
・・
ワワ
ンン
ピピ
アア
ノノ
リリ
ササ
イイ
タタ
ルル

●●（（
11
00
月月
～～
33
月月
））クク
リリ
エエ
イイ
テテ
ィィ
ブブ
スス
タタ
ジジ
オオ
活活
用用
事事
業業

●●（（
44
月月
～～
99
月月
））アア
イイ
ーー
ダダ
合合
唱唱
団団
育育
成成
事事
業業

●●（（
88
月月
））アア
イイ
ーー
ダダ
ププ
レレ
イイ
ベベ
ンン
トト

●●（（
11
00
月月
～～
33
月月
））公公
募募
企企
画画
事事
業業

●●
アア
ーー
トト
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
事事
業業

●●（（
11
00
月月
））ババ
レレ
エエ
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
レレ
クク
チチ
ャャ
ーー
シシ
リリ
ーー
ズズ（（
44
回回
））

●●
公公
募募
企企
画画
事事
業業（（
採採
択択
事事
業業
実実
施施
））

●●
公公
募募
企企
画画
事事
業業（（
平平
成成
33
11
年年
度度
事事
業業
企企
画画
公公
募募
））

●●
連連
携携
事事
業業（（
随随
時時
））

●●
子子
どど
もも
事事
業業（（
33
回回
））

●●
デデ
ザザ
イイ
ンン
・・
もも
のの
づづ
くく
りり
事事
業業（（
33
回回
））

●●
施施
設設
利利
用用
にに
関関
すす
るる
営営
業業

●●
会会
員員
制制
度度
のの
構構
築築
及及
びび
運運
営営

●●
協協
賛賛
制制
度度
のの
構構
築築
及及
びび
運運
営営

●●
まま
ちち
なな
かか
ココ
ンン
ササ
ーー
トト（（
手手
稲稲
区区
・・
豊豊
平平
区区
））

●●
11
00
//77
--22
88
堀堀
尾尾
幸幸
男男
舞舞
台台
美美
術術
展展

●●
11
00
//77
--88
，，22
77
--22
88
日日
本本
舞舞
台台
美美
術術
家家
協協
会会
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

●●
11
00
//77
--11
00
イイ
タタ
リリ
アア
フフ
ェェ
スス
タタ

鑑
賞
事
業

普
及
・
育
成
事
業

札 幌 文 化 芸 術 交 流 セ ン タ ー に 関 す る 事 業

人
材
育
成
事
業

相
談
・
調
査

研
究
事
業

普
及
・
発
信
事
業

広 報 ・ 利 用 促 進 に 関 す る 事 業

広
報

利
用
促
進

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
開
設
準
備
室

平
成
30
年
度
主
催
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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